
楠
山
正
雄
の
ア
ン

デ
ル
セ
ン
翻
訳

(
上
)

|
|
|
全
集
の
新
旧
版
の
比
較
|
|
|

は
じ
め
に

楠
山
正
雄
は
、
当
時
の
児
童
文
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。

し
か
し
児
童
文
学
以
外
に
も
演
劇
や
辞
典
編
集
ま
で
幅
広
く
文
学
活
動
を
し
て

い
た
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
の
楠
山
研
究
史
に
お
い
て
、
児
童
文
学
者
と
し
て
の

彼
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
今
一
度
研
究
す
る
価
値
の
あ
る
人
物
と
し
て
児
童
文

学
者
・
楠
山
正
雄
を
探
っ
て
い
く
。
研
究
の
主
軸
と
し
て
、
特
に
彼
が
傾
倒
し

た
と
い
う
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
に
注
目
し
、
生
涯
で
二
度
に
渡
っ
て
試
み
て
い

る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
翻
訳
全
集
に
つ
い
て
、
そ
の
旧
訳
と
新
訳
を
比
較
す
る
。

目
次
や
ま
え
が
き
、
解
題
な
ど
、
主
に
作
品
以
外
の
部
分
か
ら
、
改
訳
の
意
図

を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
か
ら
の
影
響
関
係
、
楠
山
の
童
話
観
、

児
童
文
学
へ
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

児
意
文
学
者
と
し
て
の
楠
山
正
雄

ま
ず
は
、
彼
の
三
男
・
三
香
男
氏
の
『
楠
山
正
雄
の
戦
中
・
戦
後
日
記
|
辞

南

菜

緒

典
編
集
・
演
劇
・
童
話
の
仕
事
を
誠
実
に
追
う
|
』

-や
昭
和
女
子
大
学
近
代

文
学
研
究
室
の
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
六
十
八
巻
一
ゐ
「
楠
山
正
雄
」
を

参
考
に
、
楠
山
正
雄
の
略
歴
と
児
童
文
学
者
と
し
て
の
功
績
を
紹
介
す
る
。

楠
山
正
雄
は
、
演
劇
評
論
家
、
編
集
者
、
そ
し
て
児
童
文
学
者
と
し
て
知
ら

れ
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
一
八
八
四
(
明
治
十
七
)
年
十
一
月
四
日
、
東
京
銀

座
に
生
ま
れ
た
。
三
歳
で
石
版
印
刷
業
を
営
む
父
を
失
い
、
家
運
が
次
第
に
傾

い
て
、
少
年
期
は
親
戚
の
家
を
転
々
と
し
た
。
そ
の
後
早
稲
田
大
学
英
文
科
に

入
学
し
、
英
文
学
に
限
ら
ず
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
文
学
を
学
ん
だ
。
こ
の
頃

に
島
村
抱
月
三
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
、
こ
の
抱
月
と
の
出
会
い
は
楠
山
に
独

自
の
美
学
を
確
立
す
る
と
い
う
生
涯
の
目
標
を
起
こ
し
て
い
る
。

早
大
卒
業
後
は
、
早
稲
田
文
学
社
、
読
売
新
聞
、
冨
山
房
四
の
編
集
に
携
わ

り
、
楠
山
の
編
集
者
と
し
て
の
活
動
の
起
点
と
な
っ
た
。
こ
の
冨
山
一
房
一
に
は
一

九一

O
年
に
坪
内
遁
遥
五
の
推
薦
で
入
社
し
、
以
後
同
社
に
軸
足
を
置
い
て
幅

広
く
業
績
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

一
九
一
一
年
、
今
度
は
評
論
「
菊
五
郎
と
吉
右
衛
門
と
」
(
「
早
稲
田
文
学
」
)

で
劇
壇
に
認
め
ら
れ
、
以
来
演
劇
評
論
家
と
し
て
の
地
位
を
固
め
た
。
一
九
一

二
年
に
は
中
谷
徳
太
郎
六
ら
と
演
劇
雑
誌
「
シ
パ
ヰ
」
を
創
訓
附
し
て
自
ら
も
戯

お



曲
を
発
表
、
一
九
一

三
S
一
九
一
五
年
に
は
早
稲
田
大
学
講
師
と
な
っ
て
近
代

劇
を
講
じ
、
ま
た
抱
月
主
宰
の
芸
術
座
七
に
加
わ
る
な
ど
、
編
集
の
仕
事
の
傍

ら
で
演
劇
界
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
一
九
一
九
年
、
楠
山
は
熱
心
に
打
ち
込
ん
で
い
た
演
劇
界
か
ら、

一

E
身
を
引
く
に
至
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
芸
術
座
解
体
が
あ
る
。
芸
術
座
は
、

一
九
一
八
年
十
一
月
五
日
に
結
成
者
で
あ
る
島
村
抱
月
が
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
急

逝
、
翌
一
九
一
九
年
一
月
五
日
に
抱
月
の
後
を
追
っ
て
看
板
女
優
の
松
井
須
磨

子
が
自
殺
し
た
た
め
に
解
散
し
た
。
そ
し
て
こ
の
二
人
の
死
の
開
の
二
か
月
、

楠
山
は
座
内
で
須
磨
子
と
の
関
係
を
疑
わ
れ
、
査
閉
ま
で
受
け
る
と
い
う
事
態

に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
須
磨
子
と
脚
本
部
と
の
聞
の
亀
裂
や
、
抱
月
の
死
後

に
楠
山
を
頼
っ
た
須
磨
子
の
挙
動
か
ら
生
じ
た
全
く
の
誤
解
で
あ
っ
た
。
実
際

の
楠
山
は
遁
遥
に
抱
月
弔
問
を
要
請
し
、
ま
た
須
磨
子
を
遁
遥
に
引
き
合
わ
せ

て
関
係
修
復
を
図
ろ
う
と
す
る
八
な
ど
、
事
態
の
緩
衝
に
努
め
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
芸
術
座
解
体
前
後
の
騒
動
を
き
っ
か
け
に
、
楠
山
は
近
代
劇
の
翻
訳
や
紹

介
等
の
活
動
を
控
え
始
め
た
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
十
数
年
を
経
た
一
九
三
七
年

に
「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
各
座
月
評
を
引
き
受
け
る
ま
で
、
劇
壇
か
ら
距
離
を

置
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

辞
典
編
集
・
演
劇
評
論
活
動
と
い
う
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
加
え
、
楠
山
が
児
童

文
学
へ
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

冨
山
一
房
一
の
叢
書
『
模
範
家
庭
文

庫
』
(
一
九
二
ハ

1
一
九
三
二
)
の
編
集
へ
の
参
画
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
児
童

文
学
の
世
界
に
は
、
編
集
活
動
が
一元
に
な
っ
て
足
を
踏
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
だ
芸
術
座
で
も
活
動
し
て
い
た
一
九
一
五
年
、
当
時
三
十
一
歳
の
楠
山
は
、

ま
ず
は
杉
谷
代
水
九
の
遺
稿
と
な
っ
た
翻
訳
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
・

上
下
』、

中
島
孤
島

-o訳
の
『
グ
リ
ム
御
伽
噺
』
の
原
稿
整
理
を
任
さ
れ
た
。
こ
の
二
点

三
冊
に
次
い
で
翌

一
九
十
六
年
、
今
度
は
自
身
が
『
新
誇
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
を

出
し
た
。
こ
れ
が
楠
山
の
子
供
向
け
に
書
く
初
め
て
の
本
で
あ
り
、
同
叢
書
に

は
、
続
い
て
一
九
一
九
年
『
世
界
童
話
賓
玉
集
』
、
一
九
二
一
年
『
日
本
童
話
賓

宝
集
』

上
、
翌
一
九
二
二
年
『
同
』

下
、

一
九
三
一
年
エ
ク
ト
ル

・
マ
ロ

l
作

『
少
年
ル
ミ
と
母
親
』
を
刊
行
し
て
い
っ
た
。

楠
山
が
児
童
文
学
の
分
野
に
入
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、
楠
山
三
香
男

氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
二

こ
の
展
開
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
大
正
時
代
に
入
り
、
こ
と
に
第

一
次
世
界
大
戦
を
機
に
、
日
本
国
内
に
は
改
め
て
国
際
化
、
文
化
生
活
向

上
の
風
潮
が
盛
り
上
が
り
、
子
供
向
け
に
も
文
芸
興
隆
の
波
が
高
ま
っ
た
。

富
山
房
は
創
業
間
も
な
く
か
ら
教
科
書
を
扱
い
、
子
供
向
け
図
書
へ
の
意

識
は
強
く
、
(
略
)
編
集
と
演
劇
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
経
験
を
積
み
、
蓄
え

て
き
た
財
産
を
、
正
雄
は
新
し
い
分
野
の
開
拓
に
生
か
し
た
。
自
然
に
体

が
動
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
。

-26-

こ
う
し
て

『模
範
家
庭
文
庫
』
か
ら
出
発
し
た
楠
山
の
児
童
文
学
者
と
し
て

の
活
動
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
広
が
り
を
見
せ
る
。
一
九
一
六
年
に
は
小
川
未
明

-二
ら
と
童
話
作
家
協
会
の
創
立
に
つ
と
め
、
そ
の
後

「
赤
い
鳥」

三
一、
「
童
話
」

一四
、
「
金
の
船
」
(
「
金
の
星
」
)
一五
な
ど
大
正
期
の
代
表
的
な
童
話
雑
誌
に
数
多

く
の
作
品
を
発
表
し
、
児
童
図
書
の
画
期
的
な
発
展
に
寄
与
し
た
。

楠
山
の
児
童
文
学
へ
の
取
り
組
み
は
、

先
に
述
べ
た
一
九

一
九
年
の
演
劇
界

か
ら
の
離
脱
と
入
れ
違
う
よ
う
に
本
格
化
し
、
そ
の
童
話
は
翻
訳
、
再
話
、
創

作
へ
と
広
が
り
、
題
材
も
古
今
東
西
に
及
ん
で
い
っ
た
。
演
劇
評
論
か
ら
一

転

し
、
童
話
が
楠
山
の
著
述
の
主
要
軸
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
七
年
に
演
劇
界
へ
の
復
活
を
遂
げ
た
以
降
も
、
楠
山
は
著
し
く
童
話



を
発
表
し
続
け
た
。
晩
年
の
一
九
四
九
年
か
ら
は
、
童
話
の
集
大
成
『
世
界
お

と
ぎ
文
庫
』
(
小
峰
書
庖
、
二
十
四
巻
の
予
定
)
や

『
新
訳
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話

集
』
(
同
和
春
秋
社
、
五
巻
の
予
定
)
を
刊
行
し
始
め
た
が、

一
九
五
O
(昭
和

二
十
五
)
年
十
一
月
二
十
六
日
、
ガ
ン
で
死
去
し
た
。
享
年
六
十
六
歳
。
病
床

に
就
い
て
か
ら
も
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
た
と
い
う。

三
十
一
歳
か
ら
の
三
十
数
年
間
で
、
楠
山
は
他
に
も
非
常
に
多
く
の
児
童
文

学
作
品
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
多
様
な
外
園
児
童
文
芸
の
日
本
受
容
、

日
本
の

伝
説
や
昔
話
の
再
話
な
ど
に
よ
っ
て
、
当
時
の
日
本
の
児
童
文
芸
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
楠
山
の
著
作
に
関
し
て
は
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
の
詳

細
に
は
触
れ
な
い
で
お
く
が
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
の
『
近
代
文

学
研
究
叢
書
』

第
六
十
八
巻
一六
に
詳
し
い
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
翻
訳

ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
(
出
国
回
閣
の
V
比
国
位
陣
ロ
〉
国
島
申
吋
富
田
)

は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
文
学
者
、
童
話
作
家
で
あ
る。

彼
は
一
八
O
五
年
四
月
二

日
、
フ
ュ

l
ン
島
の
オ
l
デ
ン
セ
に
生
ま
れ
た
。
十
五
歳
で
俳
優
を
志
し
首
都

コ
ペ

ン
ハ
l
ゲ
ン
に
出
る
も
、
そ
の
目
的
を
達
成
で
き
ず
挫
折
を
繰
り
返
し
た。

し
か
し
当
時
の
有
名
な
政
治
家
ヨ
ナ
ス
・
コ
リ
ン
の
援
助
で
ラ
テ
ン
語
学
校
に

学
び
、
つ
い
で
コ
ペ
ン
ハ

l
グ
ン
の
大
学
を
卒
業
し
た
。

一
八
三
三
年
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
を
も
と
に
し
た
『
即
興
詩
人
』
(
一
八
三
五
)

は
、
ま
ず
ド
イ
ツ
で
好
評
を
博
し
、
彼
の
文
名
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
じ
ゅ
う
に
響
か

せ
る
出
世
作
と
な
っ
た
。
同
年
の
『
童
話
集
』
は
彼
の
童
話
作
家
と
し
て
の
出

発
点
と
な
り
、
そ
れ
以
来
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
彼
の
『
童
話
集
』
が
人
々
か

ら
待
た
れ
た
。
童
話
の
創
作
は
一
八
七

O
年
頃
ま
で
続
き
、
そ
の
総
数
は

一
三

O
編
以
上
に
及
ぶ
。

彼
の
童
話
の
特
色
は
、
そ
の
好
情
的
な
情
緒
と、

美
し
い

幻
想
の
世
界
と
、
あ
た
た
か
い
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
あ
る
。

一
八
七
0
年
代
の

初
め
か
ら
病
身
と
な
り
、
一
八
七
五
年
八
月
四
日
、
友
人
の
別
荘
で
永
眠
し
た
。

代
表
作
に

『親
指
姫
』
、

『
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
』
、
『
土
亦
い
靴
』、
『
絵
の
な
い

絵
本
』
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
著
名
な
童
話
作
家
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
、
楠
山
は
殊
に
傾
倒
し
て
い
た
。

楠
山
が
初
め
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
翻
訳
を
手
掛
け
た
の
は

一
九
一
九
年、
『
模
範

家
庭
文
庫
』
の

『
世
界
童
話
賓
玉
集
』
で
あ
っ
た
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

『
お
伽

ご
よ
み
』
を
プ
ロ

ロ
ー
グ
に
置
い
て
、
そ
の
四
十
頁
全
て
を
色
刷
り
の
挿
絵
で

飾
る
絵
本
仕
立
て
に
、
ま
た
全
編
を
こ
よ
み
仕
立
て
に
し
て
い
る
。
結
び
に
も

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

『
ク
リ
ス
マ

ス
の
木
』
を

『
青
い
鳥
』
と
並
べ、

そ
の
当
時

か
ら
楠
山
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
へ
の
傾
倒
が
並
で
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
の
四
年
後
の

一
九
二
四
年
に
は
、
新
潮
社
か
ら
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
全

集』

第
一

巻
を
刊
行
し
、
こ
こ
か
ら
彼
は
本
格
的
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
翻

訳
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
第
一
巻
に
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
初
期
作
品
が
収
め
ら

れ
、
そ
の
う
ち
十
余
話
は
初
の
邦
訳
で
あ
っ
た
。
巻
頭
の
「
お
ぼ
え
が
き
」
で

は
、
ド
イ
ツ
版
二
種
、
ア
メ
リ
カ
版
、
ィ
、
キ
リ
ス
版
の
計
四
種
の
底
本
で
百
四

十
三
篇
を
収
録
し
た
と
し
て
い
る
が
、

三
十
八
篇
を
収
め
た
第

一
巻
以
降
、
こ

の
全
集
は
途
切
れ
て
い
る
。

翌
二
五
年
か
ら
の
、
小
学
校
の
各
学
年
に
あ
て
た
六
冊
の
シ
リ
ー
ズ
『
画
と

お
話
の
本
』
で
は
、
四
年
生
用
の
も
の
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

『お
や
ゆ
び
姫
』

を
用
い
て
い
る
。

一
九
三
八
年
に
は
冨
山
房
百
科
文
庫
に
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
第

一
巻

1
第
四
巻
を
刊
行
し
、
四
冊
計
六
十
篇
に
丁
寧
な
解
説
を
施
し
て
い
る
。
こ
れ

は
ド
イ
ツ
語
版
全
集
を
新
訳
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
版
で
再
訂
し
た
童
話
集
で
あ

巧
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り
、
『
小
さ
い
人
魚
姫
』
、
『
一
本
足
の
兵
隊
』
、
『
雪
の
女
王
』
、
『
あ
る
母
の
物
語
』

を
構
成
し
て
い
る
が
、
続
刊
の
予
定
は
中
絶
し
て
い
る
。
『
一
本
足
の
兵
隊
』
の

中
に
出
て
く
る
歌
の
訳
を
比
較
し
た
鳥
越
信
は
、
楠
山
訳
は
「
日
本
的
情
緒
」

に
浸
っ
て
お
ら
ず
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
内
容
を
理
解
し
て
い
る
と
高
く
評
価
し

て
い
る
。

一七

翌
年
の
一
九
三
九
年
に
は
十
八
篇
の
選
集
で
あ
る
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』

を
新
潮
社
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
解
説
の
中
で
楠
山
は
、
一
九
二
四
年
の

『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
全
集
』
の
続
刊
が
途
切
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
そ
れ
な

り
と
り
ま
ぎ
れ
て
、
あ
と
も
ば
か
ば
か
し
く
は
続
け
か
ね
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
グ
リ
ム
を
比
べ
、

グ
リ
ム
の
童
話
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
が
園
語
研
究
の
片
手
間
に
、
古
く
口
碑

に
停
は
っ
て
ゐ
る
国
民
説
話
を
集
め
て
、
そ
れ
を
文
字
に
書
き
残
し
た
と

い
ふ
だ
け
で
あ
る
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
親
し
く
両
親
の
膝
の
上
で
聞
い

た
む
か
し
話
、
又
は
田
舎
家
の
炉
辺
で
、
或
は
工
場
の
仕
事
場
で
、
百
姓

の
爺
さ
ん
や
糸
取
り
婆
さ
ん
た
ち
か
ら
聞
い
た
民
話
を
、
お
も
し
ろ
く
書

き
集
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
の
頭
の
中
に
お
伽
噺
の
園
を
こ
し
ら
へ

て
、
空
想
の
美
し
い
王
子
王
女
や
、
不
思
議
な
妖
女
や
妖
精
を
自
由
自
在

に
舞
ひ
踊
ら
せ
、
中
世
の
『
ア
ラ
ビ
ヤ
ア
ン
ナ
イ
ト
』
に
も
比
べ
ら
れ
る

近
代
の
新
し
い
御
伽
文
学
を
つ
く
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
お
り
、
楠
山
が
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
ど
れ
ほ
ど
傾
倒
し
て
い
た
か
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
楠
山
三
香
男
氏
は
こ
の
童
話
集
の
解
説
に
つ
い
て
、
「
時
に
、
正

雄
は
五
十
五
歳
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
そ
れ
ぞ
れ
に
、
解
説
を
数
多
く
書
い
て
い

る
が
、
こ
の
文
庫
版
で
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
へ
の
思
い
入
れ
を
語
っ
て
、
異
色

の
筆
致
を
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
人

さ
ら
に
そ
れ
か
ら
十
年
後
の

一
九
四
九
年
、
晩
年
の
楠
山
は
同
和
春
秋
社
か

ら
『
新
訳
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
を
刊
行
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
言
語
版
が

底
本
で
、
全
五
巻
の
予
定
だ
っ
た
が
、
そ
の
死
に
よ
っ
て
、
第
二
巻
・
六
十

一

話
で
終
了
と
な
っ
た
。
ま
た
同
年
小
峰
書
庖
か
ら
刊
行
し
た
『
世
界
お
と
ぎ
文

庫
』
の
第
一
冊
目
も
『
人
魚
と
お
月
さ
ま
H
ア
ン
デ
ル
セ
ン
章
話
名
作
集
』
で

あ
っ
た
が
、
同
文
庫
を
ア
ン
デ
ル
セ
ン
か
ら
始
め
た
こ
と
に
つ
い
て
も
楠
山
三

香
男
氏
は
「
格
別
の
思
い
入
れ
が
あ
っ
て
だ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
九

こ
の
よ
う
に
生
涯
を
通
し
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
翻
訳
に
力
を
注
い
で
い
た
楠
山

だ
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
翻
訳
史
に
お
け
る
彼
へ
の
評
価
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

翻
訳
文
学
に
関
し
て
最
新
情
報
ま
で
網
羅
し
て
い
る
と
定
評
の
高
い
『
図
説

翻
訳
文
学
総
合
事
典
』
ニ
O
で
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
項
に
楠
山
の
名
が
出
て
い

る
の
は
『
に
は
と
こ
の
お
か
あ
さ
ん
』
、
『
お
ば
あ
さ
ん
』
、
『
す
だ
ま
の
丘
』
の

三
作
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
九
二
四
年
の
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
全
集
』

第
一
巻
の
中
の
作
品
で
、
初
訳
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
は
初

訳
以
外
に
全
集
類
の
解
説
も
あ
る
が
、
主
に
名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
は
大
畑
末

吉
三
や
矢
崎
原
九
郎
二
ニ
で
あ
り
、
全
集
が
全
て
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
楠
山
に

つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
各
作
家
の
翻
訳
作
品
が
列
挙
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
『
明
治
・
大

正
・
昭
和
翻
訳
文
学
目
録
』
二
三
で
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
全
集
や
童
話
集
の
欄

に
楠
山
の
も
の
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
三
八
年
の
童
話
集
を
除
い
て
、
一

九
二
四
年
の
最
初
の
全
集
、
一
九
三
九
年
の
文
庫
版
の
章
話
集
、

一
九
五
五
年

二
四
の
新
訳
の
全
集
の
三
つ
が
挙
が
っ
て
い
る
。
全
集
類
の
う
ち
最
も
古
い
の
は

一
九
一
七
年
、
楠
山
の
携
わ
っ
て
い
た
富
山
一
房
一
『
模
範
家
庭
文
庫
』
か
ら
刊
行
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さ
れ
た
、
長
田
幹
彦
の
『
ア
ン
ダ
ア
セ
ン
御
伽
噺
』
に
な
っ
て
い
る
。

次
い
で
一
九
一二

年
に
樋
口
紅
陽
『
ア
ン
ダ
ア
ゼ
ン
お
伽
噺
』
(
精
華
堂
)
、

一
九
二
二
年
に
少
年
通
俗
教
育
会
『
ア
ン
ダ
ア
セ
ン
物
語
』
(
『
世
界
童
話
』
五

集
、
博
文
館
)
と
森
川
憲
之
助
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
(
真
珠
書
房
)
、
一

九
二
三
年
に
山
崎
貞
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
お
伽
噺
』
(
北
星
堂
)
が
あ
り
、
そ
の
後

に
楠
山
の
一
九
二
四
年
の
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
全
集
』
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
楠
山
の
最
初
の
全
集
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
翻
訳
史
に
お
い
て
比
較

的
早
い
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

楠
山
の
作
品
は
、
全
集
類
以
外
に
も
、
『
鐘
』
(
『
世
界
文
学
全
集
三
十
六
近
代

短
篇
小
説
集
ノ
内
』
新
潮
社
、
一
九
二
九
年
)
、
『
一
本
足
の
兵
隊
』
他
十
篇
(
『
冨

山
房
百
科
文
庫
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』

ニ
集
、
富
山
房
一
、
一
九
三
八
年
)
、
『
あ

る
母
の
物
語
』
他
一
一
十
二
(
『
冨
山
房
百
科
文
庫
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
四
集
、

富
山
一
房
一
、
一
九
三
九
年
)
、
『
お
や
ゆ
び
姫
』
他
十
九
話
(
『
新
訳
ア
ン
デ
ル
セ
ン

童
話
全
集
』
第
一
巻
、
童
話
春
秋
社
、
一
九
五

O
年
)
の
四
作
品
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
楠
山
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
関
係
の
翻
訳
の
多
さ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
比
較
文
学
辞
典
』
-
王
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
項
に
は
、
「
翻
訳
者
に
は

森
鴎
外
を
は
じ
め
、
楠
山
正
雄
、
小
山
内
議
、
鈴
木
三
重
吉
、
竹
友
藻
風
、
浜

田
浩
介
そ
の
他
多
く
の
人
の
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
畑
末
吉
、
番

匠
谷
英
て
矢
崎
源
九
郎
な
ど
の
名
も
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
あ
り
、
森
鴎

外
に
次
い
で
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
日
本
受
容
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
楠
山
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
通
り
、
資
料
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
翻
訳
史
に
お
い
て
楠
山
が
果
た
し
た
役
割
は
看
過
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

彼
の
功
績
は
、
現
在
か
ら
再
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
第
三
章
で
は
、
楠
山
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
翻
訳
の
最
初
の
全
集
で
あ
る

『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
全
集
』
第
一
巻
(
新
潮
、
一
九
三
四
年
)
と
、
晩
年
の

『
新
訳
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
一
一
六
第
一
巻
、
第
二
巻
(
同
和
春
秋
、
一
九
五

五
年
一
一
七
)
に
つ
い
て
、
以
降
は
前
者
を
「
旧
訳
」
、
後
者
を
「
新
訳
」
と
し
、

新
旧
の
比
較
考
察
を
行
う
。
そ
の
際
、
新
訳
の
方
を
中
心
に
し
て
、
旧
訳
と
の

違
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
新
訳
に
つ
い
て
は
、
遺
稿
を
加
え

た
第
三
巻
は
比
較
の
対
象
外
と
す
る
。

全
集
の
新
旧
比
較

ま
ず
、
装
丁
に
お
け
る
相
違
は
、
新
訳
に
は
絵
や
写
真
な
ど
、
視
覚
に
訴
え

る
も
の
が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
表
紙
と
裏
表
紙
だ
け
で
な
く
、
扉
に
も
、

第
一
巻
で
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
肖
像
画
「
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ

ル
セ
ン
」
、
高
橋
秀
に
よ
る
「
お
や
ゆ
び
姫
」
、
「
野
の
は
く
ち
ょ
う
」
と
い
う
絵
、

さ
ら
に
第
二
巻
で
も
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
記
念
館
に
あ
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
像
」

と
題
さ
れ
た
写
真
、
第
一
巻
と
同
じ
く
高
橋
秀
作
の
「
豚
飼
」
、
「
雪
の
女
王
」

と
い
う
絵
が
各
二
貝
ず
つ
収
め
ら
れ
て
お
り
、
視
覚
的
に
も
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
悶
訳
に
は
一
切
な
か
っ
た
挿
絵
も
、
新
訳
で
は
頻
繁
に
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
楠
山
三
香
男
氏
に
よ
れ
ば
こ
へ
「
五
巻
と
し
た
の
は
原
語
版
の
五
分
冊

に
合
わ
せ
、
揖
押
絵
も
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
在
世
中
に
描
か
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と

で
、
大
き
さ
も
同
じ
に
し
た
」
の
だ
と
い
う
。
五
巻
の
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い

た
の
は
旧
訳
も
同
じ
だ
が
、
新
訳
で
は
本
の
装
丁
を
よ
り
原
語
版
の
も
の
に
近

付
け
よ
う
と
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
目
次
を
見
て
み
る
と
、
扱
っ
て
い
る
作
品
も
そ
の
順
序
も
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
も
の
の
、
題
名
の
訳
し
方
の
違
い
が
大
き
い
。
例
え
ば
最
初
の
五
作
品
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だ
け
を
挙
げ
て
み
て
も
、
旧
訳
は
『
火
う
ち
箱
』
、
『
大
ク
ラ
ウ
ス
と
小
ク
ラ
ウ

ス
』
、
『
腕
豆
の
上
に
寝
た
王
女
』
、
『
小
さ
い
イ
1
ダ
の
花
』
、
『
親
指
姫
』
で
、

こ
れ
が
新
訳
に
な
る
と
『
ほ
く
ち
箱
』
、
『
小
ク
ラ
ウ
ス
と
大
ク
ラ
ウ
ス
』
、
『
え

ん
ど
う
豆
の
上
に
ね
む
っ
た
王
女
』
、
『
ち
い
さ
な
イ
l
ダ
の
お
花
た
ち
』
、
『
お

や
ゆ
び
姫
』
と
な
り
、
漢
字
が
平
仮
名
に
な
っ
た
り
表
現
が
違
っ
た
り
と
、
こ

れ
以
外
も
ほ
と
ん
ど
の
作
品
の
題
名
に
何
か
と
変
化
が
み
ら
れ
る
。

先
に
作
品
と
そ
の
順
序
に
つ
い
て
「
ほ
ぽ
一
致
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、

旧
訳
で
は
掲
載
さ
れ
て
い
た
作
品
が
、
新
訳
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ

る
。
新
訳
の
第
一
巻
は
十
六
話
目
の
『
こ
お
の
と
り
』
で
終
わ
り
、
続
く
第
二

巻
は
『
ぱ
ら
の
妖
精
』
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
旧
訳
で
は
こ
の
間
に
『
青

銅
の
豚
』
、
『
義
兄
弟
』
、
『
ホ
メ
l
ル
の
お
墓
の
蓄
積
』
、
『
眠
神
』
の
四
作
品
が

あ
る
。
な
ぜ
改
訳
後
こ
の
四
作
品
が
抜
か
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
だ
、
が
、

新
訳
も
未
完
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
第
三
巻
以
降
に
書
く
つ

も
り
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

反
対
に
、
限
訳
は
三
十
八
話
回
の
『
デ
ン
マ
ル
ク
ぢ
い
さ
ん
』
で
終
わ
っ
て

い
る
が
、
新
訳
の
第
二
巻
で
は
そ
れ
以
降
も
『
マ
ッ
チ
賓
の
む
す
め
』
、
『
お
城

土
手
の
風
景
童
』
、
『
養
老
院
の
窓
か
ら
』
、
『
ふ
る
い
街
燈
』
、
『
お
と
な
り
同
志
』
、

『ソ
l
ク
ち
ゃ
ん
』
、
『
影
』
と
七
作
品
続
い
て
い
る
。

目
次
に
関
し
て
は
そ
の
他
に
、
『
幸
福
の
う
わ
お
い
ぐ
っ
』
(
旧
訳
で
は
『
幸

福
の
上
靴
』
)
、
『
雪
の
女
王
』
の
長
編
二
作
品
に
つ
い
て
、
新
訳
は
題
名
の
み
で

な
く
章
題
も
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
旧
訳
よ
り
詳
細
な
内
容
を
一
示
す
目
次
と
な
っ

て
い
る
。

続
い
て
作
品
導
入
の
前
に
配
さ
れ
た
ま
え
が
き
に
注
目
す
る
と
、
こ
の
部
分

か
ら
読
み
取
れ
る
楠
山
の
意
識
の
変
化
は
非
常
に
興
味
深
い
。
ま
ず
は
旧
訳
の

「
お
ぼ
え
が
き
』
(
目
次
で
は
「
誇
者
の
お
ぼ
え
が
き
」
)
を
見
て
み
よ
う。

こ
の
全
集
は
ド
イ
ツ
の

H
E曲
目
出
版
の
二
冊
本
に
あ
る
百
十
七
篇
、
同
じ

く

W
2
E
B
本
の
百
三
十
七
篇
、
ア
メ
リ
カ
の
図
。
回
開
何
回
ぢ
回
冨
仲
田
回
出
版

二
冊
本
の
百
三
十
八
篇
、
イ
ギ
リ
ス
の
。
民

ca版
の
六
十
篇
を
底
本
と

し
て
、
す
べ
て
百
四
十
三
篇
の
物
語
を
収
・
し
た
も
の
で
あ
る
。
デ
ン
マ

ル
ク
原
語
の
全
集
は
知
ら
な
い
が
、

重
課
本
と
し
て
は
、
少
く
と
も
量
に

於
て
こ
れ
以
上
の
充
実
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
筈
で
あ
る
。
(
中
略
)

こ
ん
ど
こ
の
本
で
は
じ
め
て
邦
訳
さ
れ
た
作
は
八
十
篇
以
上
に
上
る
で
あ

ら
う
か
ら
、
全
作
篇
の
ほ
ゾ
三
分
の
こ
は
新
誇
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
第

一
集
に
牧
め
た
三
十
八
話
に
は
、
(
略
)
名
作
を
多
く
含
ん
で
ゐ
る

に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
中
の
十
徐
話
ほ
ど
は
こ
れ
ま
で
邦
課
さ
れ
た
も
の
が

な
か
っ
た
と
お
ぼ
え
て
ゐ
る
。

nu 
q
J
 

楠
山
自
身
が
、
ド
イ
ツ
語
版
二
種
、
ア
メ
リ
カ
版
、
イ
ギ
リ
ス
版
の
計
四
つ

の
底
本
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
翻
訳

さ
れ
て
い
な
か

っ
た
作
品
も
多
く
扱
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
確
固
た
る
自
信
が
示

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
新
訳
の
「
ま
え
が
き
」
で
は
、
楠
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。三

た
び
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
よ
い
機
会
に
、
で
き
る
だ
け
ひ
ろ
く
さ
ぐ
り
あ
つ
め
て
、
全
作
篇
の

翻
訳
を
完
成
さ
せ
た
い
と
ね
ん
じ
て
お
り
ま
す
。
一
部
分
出
て
お
り
ま
す

わ
た
く
し
の
旧
訳
は
も
ち
い
ず
、
い
っ
さ
い
新
訳
す
る
に
つ
い
て
、
原
話

の
か
た
ち
と
は
た
ら
き
と
を
、
つ
と
め
て
く
ず
さ
ず
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
、



わ
れ
わ
れ
の
こ
と
ば
と
し
て
生
か
し
き
る
こ
と
に
、

い
て
み
ま
し
た
。

い
さ
さ
か
力
を
も
ち

新
訳
は
旧
訳
と
は
完
全
に
別
物
と
し
て
作
成
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
原
語
を
底

本
と
し
て
原
語
版
の
正
確
な
翻
訳
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

旧
訳
の
「
お
ぼ
え
が
き
」
で
の
誇
り
に
満
ち
た
書
き
方
と
は
雰
囲
気
、
が
違
い
、

謙
虚
な
態
度
が
窺
い
知
れ
る
。
旧
訳
で
は
「
知
ら
な
い
が
」
と
言
っ
て
い
た
デ

ン
マ
ー
ク
原
語
に
新
訳
で
取
り
組
み
、
二
十
数
年
の
聞
で
楠
山
の
翻
訳
へ
の
意

識
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
ま
え
が
き
と
作
品
と
の
聞
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
新

旧
で
異
な
っ
て
い
る
。
旧
訳
で
は
「
お
ぼ
え
が
き
」
の
後
に
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ

リ
二
九
の
言
葉
の
引
用
、
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
著
作
年
譜
」
が
続
く
。

一
方
新
訳
で

は
「
ま
え
が
き
」
に
次
い
で
楠
山
正
雄
の
長
男
・
楠
山
春
樹
に
よ
る
「
新
訳
『
ア

ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
の
は
じ
め
に
」
が
あ
る
。
次
か
ら
一
つ
ず
つ
見
て
い
き

た
い
。ま

ず
旧
訳
だ
が
、
目
次
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
頁
を

使
っ
て
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
言
葉
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
は
次
の
通
り
。

シ
ユ
ワ
エ
|
デ
ン
で
は
ハ

ン
ス

・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と

呼
ぶ
も
の
は
な
い
、
箪
に
短
く
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
い
ふ
。
そ
れ
は
わ
た
し

遠
の
知
っ
て
ゐ
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
た
ジ

一
人
し
か
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ

は
わ
た
し
遠
の
雨
貌
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
そ
れ
か
ら
わ
た
し
達
の
子
供
の

時
代
の
、
お
と
な
に
な
っ
て
の
、
そ
し
て
老
年
に
な
っ
て
の
ア
ン
デ
ル
セ

ン
で
あ
る
。

子
供
の
時
分
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
も
ら
ふ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
る
さ
れ
た
詩

と
い
ふ
も
の
は
、
い
つ
も
こ
し
ら
へ
も
の
の
、
一
向
に
散
文
じ
み
た
も
の

で
あ
っ
た
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
を
手
に
ふ
れ
て
、

わ
た
し
は
は
じ
め

て
、
か
う
い
ふ
の
が
詩
と
い
ふ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

お
と
な
に
聞
く
と
、

「
い
や
、
こ
れ
は
散
文
さ
。
」

と
答
へ
た
。

「
こ
れ
が
散
文
か
し
ら
。
」

|
|
l
k
p
ロ
m
W
H
a
容
は
ロ
島
『
。
同
明
|
|

こ
の
よ
う
に
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
が
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
高
く
評
価
し
て
い
た

こ
と
の
分
か
る
文
章
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
挿
入
は
旧
訳
の
読
者
へ
ア
ン

デ
ル
セ
ン
の
高
名
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
ス
ト
リ
ン

ド
ベ
リ
を
引
用
し
た
の
は
、
楠
山
が
演
劇
界
で
ス
ド
リ
ン
ド
ペ
リ
の
戯
曲
の
翻

訳
や
評
論
を
多
く
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、

楠
山
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
旧
訳
を
刊
行
し
た一

九
二
四
年
前
後
に
、
『
ス
ト
リ
ン
ド

ベ
ル
ク
戯
曲
全
集
』
(
新
潮
、
一
九
二
三

1
一
九
二
六
)
三
O
に
取
り
組
ん
で
い

る。
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こ
の
次
の
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
著
作
年
世
間
」
は
一
八
O
五
年
か
ら

一
八
四
六
年

ま
で
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
年
譜
で
、
彼
の
略
歴
と
、
作
品
発
表
に
関
し
て
材
を

ど
の
よ
う
に
取
っ
た
か
な
ど
が
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
最
後
に
は
「
以

上
四
十
二
年
、
こ
の
間
に
こ
の
全
集
第

一
集
に
牧
め
た
三
十
八
話
の
著
作
年
代

が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
」
と
の
記
述
が
あ
る。

こ
れ
ら
の
挿
入
か
ら
は
、
旧
訳
で
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
人
物
像
に
重
点
を
置

き
、
読
者
に
そ
れ
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
お
ぼ

え
が
き
」
に
も
そ
の
意
図
が
表
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
、次
に
引
用
す
る
。



ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
を
、
作
者
み
づ
か
ら
の
素
朴
な
し
か
し
不
思
議
な

生
活
記
・
か
ら
ひ
き
は
な
し
て
讃
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
童
話
は
、
彼
の
「
身
の
上
の
物
語
」
の
短
い
断
片
で
あ
り
、
彼
の
「
身

の
上
の
物
語
」
は
そ
の
ま
〉
に
一
個
の
童
話
の
長
い
連
績
で
あ
る
。
た
と

へ
ば
(
略
-
-
ご
)
「
雪
の
女
王
」
の
府
聞
の
い
ぢ
ら
し
い
箱
庭
に
遊
ぶ
少
年

少
女
の
幼
い
轡
の
物
語
に
は
作
者
が
生
れ
て
育
っ
た
裏
町
の
屋
根
裏
住
居

の
記
憶
が
ま
ざ
/
¥
と
生
き
て
ゐ
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
自
停
I

|
彼
の

い
は
ゆ
る
「
身
の
上
の
お
伽
物
語
」
(
冨
位

5
v
g目。
5
2
z
z
g
)
は、

そ
の
意
味
で
彼
の
童
話
を
よ
む
人
の
一
度
は
よ
ん
で
置
い
て
い
い
も
の
で

あ
る
「
童
話
全
集
」
を
完
成
し
た
あ
と
で
謬
者
に
徐
カ
が
あ
っ
た
ら
、
そ

の
主
な
部
分
だ
け
で
も
紗
・
し
て
置
き
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。

こ
こ
で
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
造
形
に
関
わ
る
作
者
の
「
身
の
上
の
物
語
」

に
注
目
し
、
ま
た
読
者
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
自
伝
を
勧
め
て
い
る
。

以
上
、
旧
訳
の
「
お
ぼ
え
が
き
」
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
言
葉
の
引
用
、
「
ア

ン
デ
ル
セ
ン
著
作
年
譜
」
の
記
述
か
ら
、
旧
訳
で
は
各
作
品
に
入
る
前
に
、
ア

ン
デ
ル
セ
ン
の
人
物
像
や
そ
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
積
極
的
に
読
者
へ
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
新
訳
の
「
新
訳
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
の
は
じ
め
に
」
(
楠
山
春

樹
)
に
は
、
楠
山
が
二
度
目
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
全
集
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
っ

た
い
き
さ
つ
や
病
床
に
つ
い
た
楠
山
の
様
子
な
ど
が
書
か
れ
、
新
訳
の
企
画
に

つ
い
て
、
「
そ
の
全
集
は
、
原
語
版
の
五
冊
を
、
本
文
も
挿
絵
も
原
ぺ

l
ジ
の
と

お
り
に
五
冊
に
分
冊
し
て
、
形
の
上
か
ら
も
原
著
者
の
息
吹
を
そ
の
ま
ま
移
し

植
え
よ
う
、
と
の
も
く
ろ
み
で
始
め
ら
れ
、
」
と
あ
る
。
こ
の
春
樹
氏
の
「
新
訳

『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
の
は
じ
め
に
」
や
、
楠
山
自
身
に
よ
る
「
ま
え
が

き
」
の
記
述
か
ら
は
、
楠
山
が
原
語
版
の
全
集
の
形
を
で
き
る
限
り
残
す
よ
う

な
翻
訳
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

新
訳
で
は
こ
の
他
、
各
巻
の
巻
末
に
改
題
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
改
題
で
は
、

各
作
品
の
邦
題
の
下
に
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
原
文
の
題
名
が
書
か
れ
、
作
品
ご
と

に
丁
寧
な
説
明
、
か
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
そ
の
作
品
を

執
筆
し
た
経
緯
や
、
作
品
に
込
め
た
想
い
を
伝
え
る
よ
う
な
も
の
が
多
く
み
ら

れ
る
。こ

の
よ
う
な
部
分
か
ら
、
新
訳
は
旧
訳
と
比
べ
て
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
人
物

像
よ
り
も
作
品
自
体
を
重
視
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
新
訳
に
も

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
お
ぼ
え
が
き
・
ス

ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
言
葉
・
著
作
年
譜
と
三
段
階
で
強
く
押
し
出
し
て
い
る
旧
訳

と
比
べ
れ
ば
、
新
訳
で
の
人
物
像
の
紹
介
は
そ
の
必
要
性
を
満
た
す
だ
け
の
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
も
作
品
そ
れ
自
体
を
原
語
版
通
り
に
伝
え
る
と

い
う
点
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

内

Lqo 

お
わ
り
に

三
十
代
で
童
話
を
書
き
始
め
て
以
来
、
そ
の
半
生
で
長
く
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童

話
を
翻
訳
し
続
け
た
楠
山
に
と
っ
て
、
一
九
四
九
年
か
ら
の
『
新
訳
ア
ン
デ
ル

セ
ン
童
話
集
』
は
児
童
文
学
者
と
し
て
の
集
大
成
で
あ
っ
た
。
彼
が
そ
れ
を
完

成
す
る
こ
と
な
く
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
誠
に
惜
し
ま
れ
る
こ
と
だ

が
、
こ
の
新
訳
で
成
し
遂
げ
た
功
績
は
、
そ
れ
ま
で
の
彼
の
翻
訳
と
共
に
、
後

世
に
残
る
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
で
は
全
集
の
新
旧
比
較
を
中
心
に
研
究
を
進
め
た
が
、
新
訳
と
旧
訳



の
最
も
大
き
な
違
い
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
翻
訳
に
対
す
る
楠
山
の
姿
勢
で
あ
っ

た
ろ
う
。
第
三
章
で
見
て
き
た
通
り
、
旧
訳
で
は
初
訳
を
多
く
手
掛
け
、
ア
ン

デ
ル
セ
ン
と
い
う
作
家
を
積
極
的
に
日
本
に
受
容
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
そ

の
翻
訳
は
重
訳
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
新
訳
で
は
原
語
版
か
ら
の
翻
-訳
に
取
り

組
み
、
原
作
に
忠
実
な
翻
訳
を
目
指
し
た
。
新
旧
の
全
集
で
、
楠
山
の
意
識
に

は
大
き
な
差
が
あ
る
の
で
あ
る
。
意
識
の
差
は
、
作
品
内
容
の
変
化
に
も
繋
が

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
別
稿
に
て
詳
し
く
検
証
し
て

い
き
た
い
。

楠
山
は
新
訳
の
「
ま
え
が
き
」
で
、

圏
諸
と
闘
民
を
こ
え
た
世
界
文
学
と
い
う
も
の
が
ほ
ん
と
う
に
あ
る
か
ど

う
か
、
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
ど
も
の
た
め
の
お
話
の
文
学

|
|
童
話
の
文
学
が
あ
る
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
童
話
の
文
学
の
な
か

で
も
、
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
に
世
界
文
学
と
し
て
の
普
遍
性
を
、
こ
の
の

ち
な
が
く
、
ゆ
た
か
に
も
ち
つ
づ
け
う
る
も
の
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
す
く
な
い
な
か
の
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
ひ
と
つ
が
、
ア
ン
デ

ル
セ
ン
の
童
話
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
、
世
界
の
ど
こ
の
園
民
で
も
、
か

れ
ら
の
幼
少
年
時
代
の
教
養
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の

ひ
と
つ
ふ
た
つ
、
よ
む
か
き
く
か
し
て
育
て
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
ま
ず

な
い
と
い
え
る
の
で
分
か
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
そ

の
ひ
と
は
、
ま
た
、
こ
ど
も
の
た
め
の
永
遠
の
ゆ
り
か
ご
を
ゆ
す
る
、
か

ず
す
く
な
い
世
界
的
詩
人
の
ひ
と
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

と
述
べ
て
い
る
。
楠
山
が
童
話
を
、
そ
し
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
、
ど
れ
だ
け
敬

愛
し
て
い
た
か
が
指
揮
い
知
れ
る
。
こ
う
し
て
彼
が
熱
意
を
込
め
て
取
り
組
ん
だ

翻
訳
作
品
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
翻
訳
史
の
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
今
後
、
児
童
文
学
者
と
し
て
の
楠
山
正
雄
、
彼
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
翻
訳
が

再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

-
楠
山
三
香
男
『
楠
山
正
雄
の
戦
中
・
戦
後
日
記
|
辞
典
編
集
・
演
劇
・
童
話
の
仕

事
を
誠
実
に
追
う
|
』
(
冨
山
一
房
一
、

二
O
O
二
年
四
月
)

ニ
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
六
十
八
巻
(
昭
和

女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
、
一
九
九
四
年
六
月
)

三
一
八
七
一

1
一
九
一
八
年
。
評
論
家
、
演
出
家
、
初
期
新
劇
運
動
の
指
導
者
。
英
・

独
留
学
を
経
て
帰
国
後
一
九

O
六
年
に
師
の
坪
内
池
遥
と
文
芸
協
会
を
設
立
、
「
早

稲
田
文
学
」
を
復
刊
し
て
評
論
『
囚
は
れ
た
る
文
芸
』
を
発
表
。
さ
ら
に
新
興
の
自

然
主
義
文
学
を
擁
護
し
文
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
近
代
文
芸
批
評
の
確
立
者
と

な
っ
た
。
一
九
二
ニ
年
松
井
須
磨
子
と
芸
術
康
を
結
成
。

四
一
八
八
六
年
坂
本
嘉
治
馬
が
小
野
梓
の
東
洋
館
を
継
い
で
創
業
し
た
出
版
社
。

五
一
八
五
九

1
一
九
三
五
年
。
小
説
家
、
評
論
家
、
翻
訳
家
、
劇
評
家
。
一
八
八
五

年
の
『
小
説
神
髄
』
、
『
当
世
書
生
気
質
』
で
写
実
主
義
を
提
唱
し
、
日
本
の
近
代
文

学
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。
一
八
九
一
年
「
早
稲
田
文
学
」
創
刊
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

の
研
究
・
翻
訳
や
、
文
芸
協
会
を
主
宰
し
て
演
劇
運
動
に
も
尽
力
し
た
。

六
一
八
八
六

i
一
九
二

O
年
。
小
説
家
、
劇
作
家
。
大
正
年
間
「
早
稲
田
文
学
」
「
文

章
世
界
」
や
自
身
編
集
の
「
シ
パ
ヰ
」
な
ど
演
劇
雑
誌
に
多
く
作
品
を
発
表
す
る
も

文
壇
に
広
く
認
め
ら
れ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
遺
稿
集
に
楠
山
正
雄
編
集
の
『
孔

復
夫
人
』
(
富
士
印
刷
出
版
部
、
一
九
一
二
年
二
月
)
が
あ
る
。

七
文
芸
協
会
を
脱
退
し
た
島
村
抱
月
と
女
優
松
井
須
磨
子
を
中
心
に
一
九
一
三
年

に
結
成
さ
れ
た
劇
団
。
当
初
経
営
に
行
き
詰
っ
た
が
翌
一
四
年
帝
国
劇
場
で
上
演
し

た
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
復
活
』
が
劇
中
歌
「
カ
チ
ュ

l
シ
ヤ
の
唄
」
と
と
も
に
大
ヒ
ッ

ト
し
た
。

八
造
遥
と
抱
月
は
師
弟
関
係
だ
っ
た
が
、
抱
月
と
須
磨
子
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
発
覚
が

遁
遥
の
怒
り
を
買
っ
た
。
遁
遥
と
抱
月
を
中
心
に
一
九
六

O
年
に
結
成
さ
れ
て
い
た

文
芸
協
会
は
分
裂
し
か
け
、
抱
月
は
幹
事
を
辞
任
、
遺
遥
は
須
磨
子
に
退
会
を
求
め
、

自
身
も
二
年
余
り
で
演
劇
運
動
を
断
念
し
た
。
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九
一
八
七
四

1
一
九
一
五
年
。
詩
人
、
劇
作
家
。
一
八
九
八
年
に
坪
内
池
遥
の
推
挙

で
冨
山
房
に
入
社
し
、
遁
遥
編
尋
常
小
学
校
、
高
等
学
校
の
『
国
語
読
本
』
の
編
集

に
携
わ
っ
た
。
一
八
九
七
年
頃
か
ら
新
体
詩
、

一
九
O
五
年
か
ら
は
歌
劇
の
創
作
に

あ
た
っ
た
。

一O
一
八
七
八

1
一
九
四
六
年
。
小
説
家
、
評
論
家
、
翻
訳
家
。
多
く
の
評
論
や
美

文
、
小
説
を
発
表
し
た
が
、
明
治
末
期
に
組
織
し
た
反
自
然
主
義
の
文
笹
革
新
会
の

活
動
が
終
わ
る
と
自
ら
文
壇
を
去
っ
た
。
以
降
児
童
も
の
、
歴
史
も
の
の
著
作
翻
訳

に
従
事
し
、
『
ギ
リ
シ
ャ
神
話
』
(
一
九
二

一
年
)
、
『
暗
黒
時
代
史
』
(
一
九
一
六
年
)

な
ど
を
出
し
た
。

一
一
脚
注
一
に
同
じ
。

一
ニ
小
説
家
、
童
話
作
家
。

「
日
本
児
童
文
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
、
近
代
的
な
児
童
文

学
の
興
隆
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
代
表
作
に
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』
な
ど
。

三
児
童
文
芸
雑
誌
。

一
九
一
八
年
七
月
1
一
九
三
六
年
十
一
月
(
一
九
二
九
年
三

1
五
・
十
二
月
は
休
刊
)
。
鈴
木
三
重
吉
主
宰
で
、
赤
い
鳥
社
発
行
。
芸
術
的
な
創

作
童
話
と
童
諮
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
、
日
本
の
児
童
文
芸
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
た
。

}囚
児
童
雑
誌
。

一
九
二

O
年
四
月
1
一
九
二
六
年
七
月
。
千
葉
省
三
編
集
、

コ
ド

モ
社
発
行
。
大
正
期
の
童
話
童
謡
時
代
の
一
翼
を
扱
っ
た
童
話
童
謡
雑
誌
。

-
五
児
童
雑
誌
。
一
九

一
九
年
+
一
月
5
一
九
二
九
年
七
月
、
金
百
十
六
冊
。
「
金
の

船
」
は
斎
藤
佐
次
郎
編
集
、
島
崎
藤
村
、
有
島
生
馬
の
監
修
で
、
キ
ン
ノ
ツ
ノ
社
か

ら
創
刊
さ
れ
た
が
、

一
九
二
二
年
六
月
号
か
ら
誌
名
を
「
金
の
星
」
と
し
発
行
所
を

金
の
船
社
(
一
九
二
三
年
一
月
か
ら
金
の
星
社
)
と
改
め
た
。

一
六
脚
注
二
に
閑
じ
。

一七
鳥
越
信

「ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
日
本
童
話
」
(
日
本
児
童
文
学
学
会
『
ア
ン
デ
ル
セ

ン
研
究
』
小
峰
書
底
、
一
九
六
九
年
)

一
八
脚
注
一
に
同
じ
。

一九
脚
注

一
に
同
じ
。

-δ
川
戸
道
昭
・
榊
原
島
貫
教
『
図
説
翻
訳
文
学
総
合
事
典
』
第
二
巻
(
大
空
社
、

二

O
O九
年
十
一
月
)

二
二
九

O
一
i
不
明
。
独
文
学
者
、
翻
訳
家
。
原
文
か
ら
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
翻

訳
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
全
十
冊
(
岩
波
文
庫
、
一
九
三
八

1
一
九
四
六
年
)
、

『
自
伝
』
『
絵
の
な
い
絵
本
』
、
『
即
興
詩
人
』
が
有
名
で
あ
る
。

二
二一

九
二

一
1
一
九
六
七
年
。
北
欧
文
学
者
、
言
語
学
者
。
東
京
大
学
言
語
学
科

を
卒
業
し
、
東
京
教
育
大
に
教
鞭
を
と
っ
た
。
著
書
に
『
言
語
学
概
論
』
、
『
日
本
の

外
来
語
』
(
岩
波
新
書
、
一
九
六
四
年
三
月
)
な
ど
が
あ
り
、
児
童
文
学
で
は
ア
ン

デ
ル
セ
ン

『
童
話
名
作
集
』
、
『
絵
の
な
い
絵
本
』
、
デ
・
ア
ミ
l
チ
ス
『
ク
オ
レ
』

な
ど
翻
訳
多
数
。

二
三
国
立
国
会
図
書
館

『
明
治
・

大
正

・
昭
和
翻
訳
文
学
目
録
』
(
風
間
書
房
、

一
九

五
九
年
九
月
)

二
四
最
初
の
発
行
は
一
九
四
九
年
だ
が
、
一
九
四
九

1
一
九
五
五
年
の
聞
に
出
版
さ

れ
た
分
は
絶
版
と
な
り
、
五
五
年
そ
れ
に
遺
稿
の
分
を
加
え
て
新
た
に
三
冊
の
作
品

と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二
五
松
田
穣
『
比
較
文
学
辞
典
』
(
東
京
堂
出
版
、

一
九
七
八
年

一
月
)

二
六
題
は
「
童
話
集
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
「
全
集
」
と
し

て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二七
脚
注
二
四
に
同
じ
。

二
八
脚
注

一
に
同
じ
。

二
九
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ

E
巨
宮
ω
許
容
岳
丘

za)
一
八
四
九

1
一
九

一
一
一
年
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
作
家
。

一
八
七
九
年
自
然
主
義
的
な
自
伝
小
説
『
赤
い

部
屋
』
で
名
声
を
得
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
新
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
の
代
表
者
と

呼
ば
れ
た
。

一
八
九
七
年
頃
か
ら
は
象
徴
的
・
神
秘
的
世
界
が
開
け
、
自
在
に
両
方

の
世
界
に
出
入
す
る
趣
を
み
せ
た
。

--δ
全
五
巻
の
予
定
だ
っ
た
が
、
第

一
巻
は
未
刊
、
第
四
巻
は
三
井
光
弥
の
訳
で
、

楠
山
は
第
二
、
三
、
五
巻
を
担
当
し
た
。

三一
中
略
し
た
部
分
は
そ
の
後
の

『
雪
の
女
王
』
の
く
だ
り
と
同
じ
く
、

ア
ン
デ
ル

セ
ン
の
経
験
が
作
品
に
投
影
さ
れ
て
い
る
例
。『
獲
な
家
鴨
の
子
』
と
『
旅
な
か
ま
』

に
つ
い
て
。
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